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部門  経営  対象  普及  

課題名：細断型ロールベーラで調製したトウモロコシサイレージの生産費と作業時間  

［要約］トウモロコシサイレージの生産費及び収穫調製作業時間について、細断型ロー

ルベーラもしくは細断型コンビラップによる収穫体系と、地下型サイロ体系を比較する

と、生産費は細断型コンビラップ体系＞細断型ロールベーラ体系＞地下型サイロ体系と

なるが、作業の質を調整した収穫調製作業時間は細断型コンビラップ体系が最も短い。  

ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ 細断型ﾛｰﾙﾍﾞｰﾗ、細断型ｺﾝﾋﾞﾗｯﾌﾟ、ﾄｳﾓﾛｺｼｻｲﾚｰｼﾞ、生産費、軽労化  

実施機関名  主  査 千葉県畜産総合研究センター  企画環境部  企画経営室  

 協力機関 なし  

実施期間  2009～2010 年  

［目的及び背景］ 

 細断型ロールベーラもしくは細断型コンビラップ（以下あわせて「細断型機」）を用いた

飼料用トウモロコシの収穫調製体系は全国的に普及したが、一方で細断型機は高価なこと

から導入を躊躇する畜産農家も多い。そこで、細断型機の導入を検討する際の目安となる

よう、細断型機体系における生産費を算出し、地下型サイロ体系と比較した。また、あわ

せて作業の質（つらさ）を考慮した収穫調製作業時間も比較した。 

［成果内容］ 

1 細断型ロールベーラをほ場外定置式で用いる体系を定置区、細断型コンビラップを用い

る体系をコンビ区、地下型サイロ体系を地下型区とする。現地調査（定置区 2 戸・コン

ビ区 3 戸・地下型区 2 戸）の結果から、収穫面積 7ha、生産量 4.46ｔ/10a、その他、表

1 のとおりに試算すると、サイレージの生産費はコンビ区＞定置区＞地下型区となる。 

2 つまり、定置区及びコンビ区において地下型区と同じ生産費を実現しようとした場合、

収穫面積を拡大する必要がある。（図 2） 

3 地下型サイロの鎮圧・密封作業のつらさを基準として各作業のつらさを指数化し、作業

時間の質調整を行うと、地下型区の作業時間（hr/ha）と比べて定置区は 105％、コン

ビ区は 87％となり、コンビ区の労働費は 1,827円/ha仮想的に低下すると推計される（軽

労化プレミアム）（表 2）。定置区は軽労化プレミアムは発生しないが、地下型区に比べ

て作業項目数が多いため、作業者 1 人当たりの負担は軽いと推察される。 

［留意事項］ 

他の収穫面積で試算しても、図 1 の曲線の位置及び形はほとんど変わらないため、細断

型機を導入した場合の生産費を考える上で、ある程度の目安になる。 

［普及対象地域］ 

 県内全域 

［行政上の措置］ 

 なし 

［普及状況］ 

 なし 

 

 



［成果の概要］ 

表 1．試験区別のトウモロコシサイレージ生産費（左表：試算根拠・右表：試算結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．定置区、コンビ区において地下型区と同じ生産費で生産するための収穫面積 
 

表 2．細断型機による収穫調製作業の軽労化程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

［発表及び関連文献］ 

 平成 22 年度千葉県試験研究成果発表会（酪農・肉牛部門） 

  

［その他］ 

  なし 

試験区分

10a当たり収量（原物kg）
10a当たり収量（乾物kg）
10a当たり収量（TDN kg）

耐用年数 法定 実耐用 法定 実耐用 法定 実耐用

　借地代　　（円／ha）
　消耗品費　（円／ha）
　燃料費　　（円／ha）
　減価償却費（円／ha） 550,622 367,082 626,133 417,422 435,352 290,235
　労働費　　（円／ha）
　　軽労化補正した労働費

　合　計　　（円／ha） 858,901 675,361 924,009 715,298 671,723 526,606
（軽労化補正　合計） 846,284 662,743 914,380 705,669 671,723 526,606

　合　計　  （円／10a） 85,890 67,536 92,401 71,530 67,172 52,661
（軽労化補正　合計） 84,628 66,274 91,438 70,567 67,172 52,661

1㎏当たり生産費（円/原物） 19.3 15.1 20.7 16.0 17.0 13.3
1㎏当たり生産費（円/乾物） 60.8 47.8 65.4 50.6 53.5 41.9
1㎏当たり生産費（円/TDN） 91.4 71.8 98.3 76.1 80.4 63.0

軽労化補正した労働費による生産費
1㎏当たり生産費（円/原物） 19.0 14.9 20.5 15.8 17.0 13.3
1㎏当たり生産費（円/乾物） 59.9 46.9 64.7 49.9 53.5 41.9
1㎏当たり生産費（円/TDN） 90.0 70.5 97.3 75.1 80.4 63.0

定置区 コンビ区 地下型区

1,414 1,414 1,256
4,460 4,460 3,963

50,000 50,000 50,000

940 940 835

20,977 18,791 14,467
194,403 191,741 142,362

30,282 27,715 29,542
42,899 37,344 29,542

10a当たり収穫量 消耗品費

4.46t/10a、収穫時水分率68.3％、乾物中TDN66.5％
地下型区は変敗ロス11.2％を考慮する。

借地代

収穫面積中の借地割合50％、10,000円/10a

労働費

ha当たり作業時間×収穫面積×1,200円/hr

燃料費 減価償却費
時間当たり燃費(111.6円/㍑)・ha当たり作業時間
　ﾌ゚ ﾗｳ作業       ：10.0㍑/hr・ 3.5hr/ha
　ﾌ゙ ﾛー ﾄ゙ ｷｬｽﾀー 作業： 2.5㍑/hr・ 1.5hr/ha
  ﾛー ﾀﾘｰ作業　　　： 9.0㍑/hr・ 3.5hr/ha
　ﾌ゚ ﾗﾝﾀー 作業　　 ： 5.5㍑/hr・ 2.0hr/ha
　ﾛー ﾗー 作業       ： 4.0㍑/hr・ 1.0hr/ha
　ﾌ゙ ﾑーｽﾌ゚ ﾚｲﾔー 作業： 3.5㍑/hr・ 1.5hr/ha
　ﾊー ﾍ゙ ｽﾀー 作業　　： 8.0㍑/hr・32.9 a/hr
　運搬ﾄﾗｯｸ作業(定置区・ｺﾝﾋ゙ 区)

                 ： 2.0㍑/hr・14.5 a/hr
　運搬ﾄﾗｯｸ作業(地下型区)： 2.0㍑/hr・13.5 a/hr
　投入ﾎｲﾙﾛー ﾀ゙ 作業： 3.5㍑/hr・19.1 a/hr
　細断型ﾛー ﾙﾍ゙ ﾗー　： 3.2㍑/hr・19.5 a/hr
　ﾍ゙ ﾙーﾗｯﾊ゚ 作業　 ： 3.0㍑/hr・26.6 a/hr
　細断型ｺﾝﾋ゙ ﾗｯﾌ゚  ： 3.5㍑/hr・31.4 a/hr
　ｸ゙ ﾛー ﾌ゙ 作業　　 ： 3.5㍑/hr・26.3 a/hr(定置区)

　ｸ゙ ﾛー ﾌ゙ 作業     ： 3.5㍑/hr・34.1 a/hr(ｺﾝﾋ゙ 区)

取得価格・使用割合
　ﾄﾗｸﾀ：745万円･75％、ﾌ゚ ﾗｳ：56万円･100％
　ﾌ ﾛ゙ｰﾄ゙ ｷｬｽﾀｰ：20万円･100％、ﾛｰﾀﾘ ：ー79万円･100％
　ﾌ ﾗ゚ﾝﾀー ：60万円･100％、ﾛー ﾗー ：50万円･100％
　ﾌﾞー ﾑｽﾌ ﾚ゚ｲﾔｰ：60万円･100％
　ﾊ ﾍーﾞｽﾀ：320万円･100％、ﾄﾗｯｸ：305万円･20％
　ﾄﾗｯｸ：233万円･20％、投入ﾎｲﾙﾛｰﾀ゙ ：380万円･20％
　細断型機用ﾄﾗｸﾀ：340万円･100％
　細断型ﾛー ﾙﾍﾞ ﾗー(ﾛ ﾙー寸法85*85cm)：350万円･100％
　自走式ﾍ゙ ﾙーﾗｯﾊﾟ：230万円･100％
　細断型ｺﾝﾋ゙ ﾗｯﾌ (゚ﾛー ﾙ寸法100*85cm)：950万円･100％
　ｸ ﾛ゙ｰﾌ゙ 用ﾎｲﾙﾛー ﾀ゙ ：250万円･100％
　ｸ ﾛ゙ｰﾌ゙ ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ：60万円･100％
　地下型ｻｲﾛ(4*4*6m×8基)：1,800万円･100％

法定耐用年数は、ﾄﾗｯｸが4年、地下型ｻｲﾛが17年、
それ以外は7年。
実耐用年数は法定耐用年数の1.5倍。

ﾄｳﾓﾛｺｼ種子：2㎏/10a、野鳥忌避剤：20ml/種子1㎏
ｹ ｻ゙ ﾉ゙ﾝﾌﾛｱﾌ ﾙ゙：240ml/10a、ﾜﾝﾎ ﾌーﾟ：110ml/10a
化成肥料：80㎏/10a、苦土石灰：40㎏/10a
ﾗｯﾌ ﾌ゚ｨﾙﾑ：30ﾛ ﾙー/本(定置区) 20ﾛｰﾙ/本(ｺﾝﾋﾞ区)
ﾈｯﾄ：180ﾛー ﾙ/本(定置区) 160ﾛー ﾙ/本(ｺﾝﾋ゙ 区)
ｻｲﾛ密封用ﾋ ﾆ゙ｰﾙ：1枚/ｻｲﾛ1基
ﾌ ﾙ゙ ｼーｰﾄ：1枚/ｻｲﾛ1基

疲労度

定置区 コンビ区 地下型区（Max100）定置区 コンビ区地下型区 定置区 コンビ区地下型区 定置区 コンビ区 地下型区

ハーベスタ （共通） 3.04 3.04 3.04 26 8.64 8.64 8.64 0.10 0.10 0.10 0.31 0.31 0.31
運搬トラック（細断型機） 6.91 6.91 － 32 4.63 4.63 － 0.05 0.05 － 0.37 0.37 －

運搬トラック（地下型） － － 7.41 34 － － 4.59 － － 0.05 － － 0.40

投入ホイルローダ
細断型ロールベーラ

5.24 － － 59 11.17 － － 0.13 － － 0.69 － －

ベールラッパ 3.76 － － 12 3.19 － － 0.04 － － 0.14 － －

投入ホイルローダ
細断型コンビラップ

－ 5.24 － 41 － 7.83 － － 0.09 － － 0.48 －

グローブ 3.80 2.93 － 40 13.65 13.64 － 0.16 0.16 － 0.47 0.47 －

地下型サイロ 鎮圧・密封 － － 1.17 100 － － 85.35 － － 1.00 － － 1.17

計　（hr／ha） 22.75 18.12 11.62 1.98 1.63 1.88

1.05 0.87 1.00

労働費（円／ha) 27,299 21,744 13,942 14,682 12,115 13,942

軽労化プレミアム（円／ha） - 740 1,827

※ 実作業1時間当たり1,200円とした。

地下型サイロ体系との比

質調整作業時間 
作業機械

作業時間 （hr／ha） 時間当たり疲労度 基準化

※ 疲労度は、各作業に携わった作業員による主観的な評価の平均値。調査人数は上から 8、6、3、2、2、4、3、0 人。 


